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昨
年
の
夏
休
み
は
、
期
間
だ
け
は
何
と
か

例
年
通
り
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
え
、
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
の
自
粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の

様
々
な
体
験
を
す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
た

ま
ま
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
「
体
験
を

増
や
す
こ
と
」
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
の

体
験
に
は
、
成
功
体
験
も
あ
れ
ば
失
敗
体
験

も
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
成
長
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
様
々
な
体
験
は
、
視
野
を

広
げ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
ま

す
。
多
く
の
も
の
を
見
聞
き
し
た
り
、
実
際

に
や
っ
て
み
た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関

わ
っ
た
り
す
る
中
で
、
感
じ
た
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
人
と
し
て
の
土
台

を
育
み
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
る

年
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

ま
た
、新
た
な
変
異
株
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
ま
だ
様
々
な
制
限
の
中
で
の

生
活
が
続
き
そ
う
で
す
。
し
か
し
こ
の
限
ら

れ
た
中
で
の
体
験
だ
か
ら
こ
そ
、
一
つ
一
つ

の
体
験
を
よ
り
大
切
に
、
今
だ
か
ら
こ
そ
何

か
が
学
べ
る
と
考
え
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

町内の学校の子どもの人数 (R4.1.1 現在 )   小学校 4 校 594 人  中学校 4 校 344 人

佐用町教育委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1　℡ 0790-82-2424　FAX0790-82-0120

体育祭玉入れ（佐用中学校）

文化発表会での 3 年生の合唱（上月中学校）

競技用車椅子の体験（南光小学校）

自然学校での火起こし体験（三日月小学校）

教
育
長

　
浅
野
　
博
之
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■
先
生
み
ん
な
で
小
中
連
携

　
　
～
三
日
月
小
・
三
日
月
中
～

■
皆
田
和
紙
行
燈
作
り

　（
地
域
と
の
交
流
）
～
上
月
小
～

■
伝
統
の
創
自
レ
ク
チ
ャ
ー

　（
児
童
と
生
徒
の
交
流
）

　
　
　
　
～
佐
用
小
・
佐
用
中
～

●
連
携
教
育
の
推
進

佐
用
町
型
連
携
教
育
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
！

中学校の先生による小学校での
授業の様子

中学生が小学生に掃除の仕方
を教えている様子

一緒に行燈を作っている様子

　

令
和
３
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
６

つ
の
実
践
項
目
の
１
つ
に
、「
連
携
教
育

の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。
佐
用
町
教
育
委

員
会
で
は
、
佐
用
町
型
連
携
教
育
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
各
地
域
の
実

態
に
応
じ
て
、
特
色
あ
る
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

三
日
月
地
域
で
は
、
10
年
以
上
前
か
ら

小
中
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度

は
す
べ
て
の
教
科
に
お
い
て
、
小
中
連
携

の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
14
日
（
木
）、
三
日
月
小
学
校
４

年
生
の
算
数
の
授
業
を
、
担
任
の
髙
見
教

諭
と
三
日
月
中
学
校
の
加
藤
教
諭
が
TT

（
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
複
数
指
導
）

で
行
い
ま
し
た
。

　

髙
見
教
諭
が
T1
（
主
と
な
る
指
導
者
）

と
し
て
授
業
を
進
め
、加
藤
教
諭
が
T2（
補

助
的
な
指
導
者
）
と
し
て
机
間
を
回
り
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
て
い
き
ま

し
た
。
授
業
終
盤
に
は
加
藤
教
諭
が
前
に

出
て
、
子
ど
も
た
ち
と
言
葉
を
や
り
取
り

し
な
が
ら
、「
工
夫
し
て
計
算
す
る
と
便

利
で
あ
る
」
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い
き
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
加
藤
先
生
に
、〝
説

明
の
文
を
上
手
に
書
い
て
い
る
ね
〟
と
ほ

め
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。」「
中
学

校
に
入
学
し
て
加
藤
先
生
に
教
え
て
も
ら

え
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。」
等
の
感

想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
加
藤
教
諭
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
〝
ま
さ
か
…
〟〝
や
っ
ぱ

り
！
〟
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
反
応
し
て

く
れ
た
の
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
に
と
っ
て
も
、
指
導
者
に
と
っ
て

も
、
大
変
有
意
義
な
小
中
連
携
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

12
月
14
日
（
火
）、
佐
用
中
学
校
の
３

年
生
が
佐
用
小
学
校
へ
行
き
、伝
統
の「
創

自
」(

掃
除)

を
小
学
生
に
レ
ク
チ
ャ
ー

し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
（
金
）、
上
月
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
、
上
月
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

小
学
校
で
は
、
午
前
中
に
創
自
の
意
義

や
交
流
に
際
し
て
の
心
構
え
な
ど
を
、
各

担
任
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。
午

後
、
中
学
３
年
生
が
小
学
校
を
訪
れ
、
各

掃
除
分
担
に
分
か
れ
て
創
自
レ
ク
チ
ャ
ー

を
始
め
ま
し
た
。
中
学
生
は
、
小
学
生
に

掃
除
の
ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
を
助
言
し
た
り
、

良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
た
り
し
て
、
一
緒
に

校
舎
内
外
の
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、「
ど
の
学
年
も
丁
寧
に
掃

除
で
き
て
い
た
の
で
驚
い
た
。」「
自
分
た

ち
が
小
学
生
の
頃
に
中
学
生
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
た
床
の
拭
き
方
を
、
今
で
も
続
け

て
出
来
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
う

れ
し
く
な
っ
た
。」「
今
後
も
、
小
・
中
両

方
の
伝
統
と
し
て
引
き
継
い
で
い
っ
て
も

ら
い
た
い
。」
と
、
感
想
を
寄
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

の
方
々
、
皆
田
和
紙
保
存
会
の
方
々
と
交

流
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
指
定
伝
統
工
芸
品

で
あ
る
皆
田
和
紙
を
使
っ
た
行
燈
作
り
で
、

上
月
小
学
校
で
は
長
年
続
い
て
お
り
、
よ

き
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
皆
田
和
紙
保
存
会
の
方
か
ら
説

明
を
聞
い
た
後
、
難
し
い
作
業
は
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
員
が
行
燈
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
皆

田
和
紙
の
頑
丈
さ
に
感
心
し
な
が
ら
丁
寧

に
糊
を
塗
り
、
真
剣
な
表
情
で
し
っ
か
り

と
骨
組
み
に
貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。
完
成

し
た
行
燈
を
薄
暗
い
体
育
館
舞
台
袖
に
置

い
て
ラ
ン
プ
を
灯
し
た
時
、
子
ど
も
た
ち

は
、
担
任
の
教
諭
に
、「
先
生
、
見
て
く

だ
さ
い
。
と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
！
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
上
月
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
方
も
、「
素
晴
ら
し
い
取
組
が

ず
っ
と
長
い
間
続
い
て
い
る
。
よ
き
伝
統

は
、今
後
も
残
し
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
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町長あいさつ

　

令
和
３
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
６

つ
の
実
践
項
目
の
１
つ
、「
好
ま
し
い
人

間
関
係
づ
く
り
を
軸
に
据
え
た
学
校
づ
く

り
」
に
か
か
る
具
体
的
な
取
組
を
紹
介
し

ま
す
。

　

11
月
５
日
（
金
）、
上
津
中
学
校
・
南

光
小
学
校
の
両
会
場
で
、
令
和
３
年
度
西

播
磨
地
区
小
・
中
学
校
道
徳
教
育
地
区
別

研
究
協
議
会
実
践
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

参
加
人
数
を
制
限
し
た
う
え
、
検
温
、
消

毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
換
気
を
徹
底
し
て
の

実
践
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
両
校
で
協
議
を
重
ね
、
児

童
・
生
徒
の
実
態
把
握
を
し
、
両
校
教
職

員
の
共
通
理
解
の
も
と
、
育
成
し
た
い
力

を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
（
日
）、
さ
よ
う
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
佐
用
郡
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
２

団
体
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
実
践
発
表

と
講
演
会
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で

あ
る
た
め
、
感
染
症
拡
大
対
策
は
も
ち

ろ
ん
、
参
加
者
を
町
内
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
限
定

し
、
人
数
を
制
限
し
て
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
実
践
発
表
の
ス
テ
ー

●
道
徳
教
育
の
推
進

上
津
中
学
校
・
南
光
小
学
校
で

道
徳
科
の
研
究
会
を
開
催

佐用郡ＰＴＡ連合会　ＰＴＣＡフォーラムを開催

↑自分の考えを
発言している様子

（上津中学校）

ＰＴＣＡ活動実践発表
ステージ発表の様子

（南光小学校）

講演会の様子

1 人 1 台タブレットを
使った授業の様子

（南光小学校）↓

【
育
成
し
た
い
力
】

○
表
現
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

能
力

○
道
徳
的
実
践
力

○
自
尊
感
情
・
自
己
有
用
感

　

子
ど
も
た
ち
に
、
こ
れ
ら
の
力
を
育
成

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
２
年
間
に
わ
た
る

研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
当
日
、「
道
徳
科
で
新
た
な
自

分
を
発
見
し
よ
う
！
～
中
心
発
問
以
降
に

対
話
が
深
ま
る
授
業
を
め
ざ
し
て
～
」
と

い
う
研
究
主
題
の
も
と
、
全
学
年
が
授
業

を
公
開
し
ま
し
た
。　
　

　

子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
の
発
問
や
友
だ

ち
の
考
え
を
真
剣
に
聞
き
、
自
分
の
考
え

を
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
そ
の
対
話

の
中
で
、
自
ら
の
思
考
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

る
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
考
え
を
可
視
化
す
る
工
夫

も
あ
り
ま
し
た
。

《
ス
テ
ー
ジ
発
表
》

『
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
！
地
域
と
子
ど

 

も
た
ち
の
絆
を
深
め
る
』　　

 　

　
　
　
　
　
　

南
光
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

《
誌
上
発
表
》

『
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
深

 

め
る
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
』

　
　
　
　
　
　

上
月
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

ジ
発
表
で
は
、
南
光
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

山
下
晃
平
さ
ん
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

全
容
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
事
業

の
中
止
や
規
模
縮
小
な
ど
を
進
め
て
い

る
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
誌
上
発
表

と
も
に
、
今
年
度
だ
け
で
な
く
近
年
の

取
組
を
交
え
た
活
動
報
告
と
な
り
ま
し

た
。

　

講
演
会
で
は
、『
ス
マ
ホ
時
代
の
子

ど
も
た
ち
に
大
人
が
で
き
る
こ
と
～
コ

ロ
ナ
禍
で
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状

と
対
策
～
』
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

奈
良
地
域
の
学
び
推
進
機
構
の
理
事
で

あ
る
石
川
千
明
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
時
間
制
限
な

ど
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
が
と
て
も

大
切
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
現
実
世

界
で
の
生
活
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
が

困
っ
た
時
に
一
番
に
相
談
で
き
る
存
在

と
な
れ
る
よ

う
な
親
子
関

係
を
築
く
こ

と
が
大
切
で

あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。



　佐用町教育委員会では、佐用町内の小・中学校の教員等の欠員代替等として、臨時的任用教員及び会
計年度任用職員を随時募集しています。
【募集職種】

　●臨時的任用教員
　　欠員補充や産前産後休暇等の代替として勤務する常勤の教諭及び養護教諭・栄養教諭
　●会計年度任用職員
　　定められた教科等の授業を行う非常勤の講師
【募集対象・資格】

　●希望する校種又は担当教科の有効な教員免許状を所有する者（取得見込みの者を含む）
　●地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条の欠格事項に該当しない者
　●教職に必要な見識と熱意をもった健康な者
【必要書類】

　●履歴書（市販のものに必要事項を記入のうえ、３カ月以内に撮影した写真を貼付）
【登録申込方法】

　●月曜日～金曜日（祝日を除く）の午前９時から午後５時までに、佐用町教育委員会へ持参または郵
　　送して下さい。　※教員免許状取得見込みの方も登録できます。
【任用方法】

　●任用にあたっては、直接本人に連絡します。
　●応募されても、任用がない場合もありますのでご了承ください。

募集します！
佐用町立学校臨時的任用教員・会計年度任用職員

町内の小学校に就学する児童で、放課後や長期休業
中に家庭で保護する者がいない家庭の児童 

佐用小学校区：ふれあい町民プール　定員６０人
上月小学校区：上月保育園　　　　　定員６８人
南光小学校区：南光保育園　　　　　定員５６人
三日月小学校区：三日月小学校　　　定員４８人

登　校　時：放課後～午後６時
長期休業中：午前８時～午後６時

（土日祝日、お盆、年末年始などは休み）

所定の申込書を必ず提出してください。
（締切２月１０日）
※引き続いて利用される場合にも、毎年申込みが必
　要です。 
※申込書は町ホームページからダウンロードできます。
※定員を超過する場合には、入所をお断りする場合
　があります。

警報発令など、学童保育施設より緊急連絡が必要と
なる可能性があります。申請書には必ず連絡がつく
電話番号を記入してください。
保育料等を期限内に納付されない場合、利用許可決
定後でも、以降の利用をお断りする場合があります。

町教育委員会事務局　℡８２－２４２４

徒歩　
※帰宅の際には保護者による迎えが必要です。

納付書を使用し、会計課または金融機関窓口で納付
をお願いします。
年間を通して利用する場合：６・８・１０・１２・
　　　　　　　　　　　　　２・翌４月納付
８月中のみ利用の場合：８月納付

年間を通して利用する場合：月額 6,000 円 
８月中のみ利用の場合　　：20,000 円　
おやつ代：月額 1,000 円（８月のみの場合も同額）
傷害保険：年額 800 円
※上記保育料等は利用実績に関わらず発生します。

〇対象児童

〇保育場所

〇保育時間

〇入所申込

〇申請、利用に際しての注意

〇お問い合わせ

〇学校からの通園方法

〇保育料等の納付

〇保育料等

令和４年度学童保育（放課後児童クラブ）利用者募集について


